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研究成果の概要（和文）：この報告は、ミャンマーにおける伝統スポーツ「チンロン」を学習教

材として使用するための方法について検討したものである。この報告の具体的な研究結果につ

いては、拙著『チンロンの神髄』に示した。 

 研究の方法としては、次の 3つのアプローチをおこなった。第 1 のアプローチは私自身がミ

ャンマーのチンロンを参与観察する。第 2のアプローチは、外国人が利用可能な学習教材を作

成した。第 3のアプローチは、チンロンの指導方法を検討することである。 

 その結果として、以下のような結論を得た。民族スポーツを学習教材として使用するために

は、文化の核となる部分を翻訳しないことが重要である。この結論はチンロンの場合にも当て

はまるものである。 

 
研究成果の概要（英文）：In this report a teaching method using Myanmar’s traditional sport 
"Chinlone" as a teaching material will be examined. 
  This method is supported by research described in my book "The Essence of the Chinlone 
in Myanmar". 
  The following three approaches were used in the research. The 1st approach, participant 
observation of Chinlone was made, taking an inside view of the sport in Myanmar. In the 
2nd approach, I made teaching materials of Chinlone available to foreigners. As the 3rd 
approach, the teaching method of Chinlone was examined and these approaches led to the 
following conclusion. 
  In order to use an ethnic sport as a teaching material, it is important not to translate 
the core part of its culture. This is the same conclusion as to the case of Chinlone. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の前提として、報告者は本務校にお
いて 2006 年度からミャンマーの民族スポー
ツの一つである「チンロン」を、教養科目の
体育授業に導入した。授業で取り上げたチン
ロンは、6 人が円陣を組んで、協力し合いな
がら、籐で作られたボールをさまざまな技を
駆使しながら蹴り続けていく「ワインチン」
と呼ばれる形式である。この授業の展開は試
行錯誤の連続ではあったが、単なる技術指導
に陥らないことを目指してきた。そのため授
業においては、当該社会の文化や人々の考え
方を伝え、またチンロンのプレイと関連する
ビルマ語表現などを同時に教えたり、現地で
の指導を再現し、全てビルマ語によって授業
を展開するという試みをおこなった。この結
果、学生たちは異文化を感じ、チンロンに対
して興味を持つようになったという手応え
を感じるようになってきた。 
 このような試みの背景には、次のような事
情があげられる。日本文化人類学会の学会誌
『文化人類学』では大学と地域との連携で文
化人類学的活動の教育実践について特集が
組まれ（「〈特集〉大学-地域連携時代の文
化人類学」『文化人類学』72−2,2007）、ま
た日本体育学会スポーツ人類学専門分科会
のシンポジウムなどでは、大学教育における
スポーツ人類学の授業展開や民族スポーツ
の教材化などについて取り上げられるよう
になった（2007～2009 年の学会大会）。こう
した研究成果を教育現場に還元していこう
とするアカデミズムの動きは、この数年、と
くに活発化しており、その重要性が意識され
るようになってきたことを物語っているの
である。 
 しかしながら、このような議論は、まだそ
の途についたばかりであり、十分な検討がな
されていないのが現状である。とくにこれま
での議論では、経験を通して如何に運動技術
を伝えていくのか、という点に焦点があてら
れ、文化的観点に立った身体教育や、その行
為を通して作り上げられる認識といったも
のについては、まったく注意がむけられてこ
なかったのである。先述したように民族スポ
ーツをおこなうことは、その認識を作り上げ
ていく行為でもある。つまり、その行為の過
程で、実は当該社会の文化的側面が組み込ま
れていくことが重要であり、このことによっ
て、民族スポーツを通した文化認識の形成が
なされていくはずである。 
 したがって、異文化教育を融合させた民族
スポーツの教材化ならびに学習プログラム
の開発は、異文化理解や多文化共生の教育を
も補完するような役割を持ちながら身体教
育に寄与するものとなる。さらにこうした学
習プログラムは、体育実技だけではなく、ス

ポーツ人類学やスポーツ文化論、あるいは文
化人類学といった授業に導入可能なもので
あり、これまでにない授業の展開の可能性を
含んでいる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、これまでのスポーツ人類学の知
見に基づき、民族スポーツの一つであるミャ
ンマーのチンロンを具体的な研究対象とし
て、その背景にある文化をクロスオーバーさ
せながら大学の授業で利用可能な学習教材
とそれを学習するためのプログラムの開発
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は 3年計画で行われた。研究の手順
としては、次のように進められた。 
最初に、ミャンマー国内において、チンロ

ンが実際にどのように指導されているのか
を調査することであった。チンロンの指導の
方法は、講習会などが実施され、一定の規格
化された方法が伝達されているわけではな
いことから、指導者によって指導に対する教
授法は異なっていると考えられたからであ
る。そのため、複数の指導者の指導方法をま
ずは記録することが重要であると判断した。
また、調査者自らがチンロンの指導を受けな
がらの参与観察を行うという方法を導入し
た。 
 これらの調査によって得られた指導の方
法を整理して、暫定的に技術指導書を作成す
る。作成された指導書を基にして、再度、チ
ンロン指導者たちに技術指導の方法を確認
するとともに、技術書の修正点についても意
見交換を行う。さらに、チンロンの中で使わ
れるテクニカルタームについて、日本語に翻
訳するにあたって、ビルマ語が持つフレーム
ワークと違いがないようにするために、指導
者たちとの意見交換を行う中で、最終的な日
本語を確定する。 
 修正された技術指導書に文化的な解説を
加えていくことで、パイロット版となる技術
書を作成する。 
 次に、ミャンマーからチンロン選手・指導
者を 3名招聘し、言葉が通じない日本でチン
ロンの指導をどのように行うのかを観察し、
そこで行われている方法を参考とする。また、
チンロンの技術を撮影し、技術指導書をフォ
ローするような映像資料を作成する。 
 最後にチンロンを学習していくためのプ
ログラムを作成し、それを技術指導書と関連
付けることで、学習教材（技術指導書、映像
による資料）と学習プログラムの 2 点を完成
させる。 
 
 



４．研究成果 
最初にミャンマーで行われている技の指

導方法について整理する。次にこの方法を基
にして開発された学習教材について説明す
る。最後に学習プログラムを作成するにあた
っての要点を示しながら、チンロンにおける
具体例を示す。 
（１）一般化される指導の方法 
 前述したようにチンロンは、その指導方法
が確定したものではないため、指導に際して
大きな違いが見られるものと思われていた。
しかし、調査を開始する中で、すべての指導
者が同じような指導方法を用いて指導して
いることを確認することができた。この背景
には、競技形式で行われるチンロンでは、い
わゆる規定演技のように競技で使う技が提
示されて、それを実演することで得点となる
が、それは審判員が技として認定しなければ
ならない。審判員は、ボールの入ってくる方
向に対して、選手が決められた形で動きなが
らボールを蹴り、そのボールの出ていく方向
によって技が完成したと認定している。つま
り、技術習得にあたっては、技として認定さ
れる動き方を身につけていく必要があるわ
けで、そのためには、型練習が非常に重要な
意味を持つことになる。したがって、練習の
方法は、技が認定されるように、その動きを
身につけるためのものとなるため、自ずとほ
ぼ同じような練習方法がとられていたわけ
である。 
 次に、指導の方法について、どのように行
われているのかについて述べる。まず、ここ
では技の一つひとつの練習方法を記述する
だけの紙数がないので、技の練習に共通する
練習の方法を示すことにしたい。 
 技の習得に際しては、次のような７つのス
テップを踏んでいる。 
① 指導者が動きの手本を見せる。 
② 指導者が動きについて言葉で説明する。 
③ 動きを学習するための方法をとして動き

の「型」を指導者が示す。 
④ 学習者は動きの「型」の練習をおこなう。 
⑤ 指導者がボールを投げ入れ、それを学習

者が蹴る練習をおこなう。 
⑥ 学習者自身がボールを投げて、それを連

続して蹴ることができる練習をおこなう。 
⑦ ワインチンにおいて実際に技を使ってみ

る。 
このような手順を踏んですべての技を身

につけている。 
（２）学習教材の作成と利用方法 

上記の調査結果に基づき、指導者がいなく
ても独習可能な学習教材を作成する。そこで
指導者が示すような実演を映像で表現する
ために DVDに上述の③と⑤の動きを収録する
とともに、それぞれの技について、身体の動
かし方のポイントを言語化する。それを次の

ような手順で練習をせる。 
① DVD を見ながら、身体の動かし方を頭の

中に入れる。動き方の配列を言葉によっ
ても確認する。 

② DVD を見た後、あるいは見ながら実際に
学習者自身は自分の身体を動かし、動き
の型を身体に覚え込ませる。このときに
ボールを使わずに「型練習」をする。 

③ ほんの尐し動き方を覚えたところで自分
の動きを撮影して、DVD の動きとの違い
を確認する。特に頭、首、胸、手、肩、
腰、立ち足、蹴り足に注意をする。 

④ 動き方を微修正しながら、型練習を繰り
返しおこなう。型練習は徐々に回数を増
やしていく。また、利き足だけではなく、
左右どちらの足でも蹴ることができるよ
うに型練習をおこなう。 

⑤ 動き方が定着したところで、学習者自身
がボールを投げ入れて実際に蹴ってみる。
ここでは蹴ることに重点を置くのではな
く、形の維持を優先させる。もしこの時
にボールを投げ入れてくれる人がいるの
であれば、蹴り方のフォームも確認して
もらう。 

⑥ 学習者自身がボールを投げ入れて連続し
てボールを蹴る練習をする。このときに
ボールの当たり具合を意識して、ボール
をコントロールできるようにする。 

⑦ 実際にワインチンの場面で技を使って蹴
ってみる。 

上記のような方法によって学習可能な教
材を試作した。なお、学習教材の試作版とし
て、『チンロンの神髄－ミャンマー伝統の球
技』を刊行した。 
（３）学習プログラムの要点 
 ミャンマーでは技の学習について、その学
習順番をミャンマーチンロン連盟が競技を
実施するにあたって分類している技のグル
ーピングに基づいて実施している。そのグル
ーピングは、大きく 4つに分類されているが、
それらのグループ内には、技の類似性といっ
たものを確認することはできない。また、ミ
ャンマー国内で確認できることであるが、小
さい頃から専門的にトレーニングをしなけ
れば、チンロンの競技大会に出場することは
難しく、一定の年齢以降からチンロンをはじ
めた人びとは蹴ることができそうな技だけ
を学習するのが一般的である。こうした状況
を見ると、大学の授業内で学習する場合も、
ミャンマーでチンロンを楽しみとして行っ
ている人びとと同じような意味での技術習
得が望ましいと考えられる。このような考え
方に立って、最も効率の良い学習プログラム
を構築する必要がある。そこで考えられたの
が、動きの類似性（類似する運動形態）に注
目して、それらを一つのグループとして学習
させるというものである。ただし、技の学習



をはじめる前に基礎技術 6種類（チェービャ
ー：つま先、チェークィン：インサイド、ド
ゥ：膝、パワー：足底、パナゥ：踵、パミャ：
アウトサィド）を最初に練習し身につける必
要がある。 
 以下に初心者がチンロンを学習するにあ
たって、効率的な動きの類似性に基づく分類
を提示する。 
① タッチェービャーのグループ 

タッチェービャー、ワィチェービャー、
チョーピャンチェービャー、タッチェー
クィン、 

② マハドゥのグループ 
マハドゥ、マハジー 

③ ニョンドゥのグループ 
ニョンドゥ、インレーパワー、インレー
パナゥ、マハニョン 

④ デパワーのグループ 
デパワー、デパナゥ、ピーラーパワー、
タンピーラーパワー、ヒーラーパナゥ 

⑤ パッドゥのグループ 
パッドゥ、パッニョン、インレーパッパ
ワー、インレーパッパナゥ 

⑥ ワィジーのグループ 
ワィチェークィン、ワィジー、ワィドゥ、
タッドゥ、チョーピャンドゥ、チョーピ
ャンチェークィン 

⑦ サロェジーのグループ 
サロェジー、ザゥンサロェ、ピーラーサ
ロェ、パッサロェ 

⑧ シャテイティンのグループ 
シャテイティン、アピャウシャテイティ
ン、カバニョンチェービャー 

⑨ ミンスィパナゥのグループ 
ミンスィパナゥ、ミンズィンパナゥ、チ
ョーピャンパナゥ、アピャウバージャー
パナゥ、バージャーパナゥ 

 以上が動き方の類似を基にした分類とな
る。この分類による学習によって、従来の技
術学習よりも早く技が身につくことが確認
された。技術を優先させるのは、文化の理解
と技術の理解が並列的に進まないからであ
り、また、技術を身につけることでチンロン
の楽しさを知り、分あて機関心も高まるから
である。 
 そのため初心者が動きの類似性を基にし
て学習する期間においては、チンロンの中に
含まれる文化的な焦点（チンロンの支柱とな
るような文化的な考え方）を翻訳せずに、そ
のまま教えていくことの方が効果的である
ということである。ミャンマーから招聘した
チンロン選手や指導者が、日本人にチンロン
を指導する場面を観察すると、言葉ではなく、
動き方の重要性について見本を見せながら
繰り返し教えていた。こうした指導の方法は、
もちろん言葉の問題もあるが、ミャンマー国
内においても確認することができる。ミャン

マーでのチンロン指導場面では、最初の学習
場面では特に文化的なことを説明すること
はなく、とにかく指導者の方法を模倣させる。
その後、ある程度チンロンができるようにな
ってきたところで、チンロンの文化的な側面
について解説を加えるということが行われ
ている。また、これまでの調査によると、外
国人に対しては、ビルマ語がある程度理解で
きるレベルになければ、チンロンがいくら上
達したとしても、文化的な解説はほとんど行
われない傾向にある。この背景には、文化的
な違いを一から説明しながらチンロンの中
にみられる文化的行為を説明することが、非
常に困難であり、仮に説明できたとしても、
それを外国人が十分に理解できるのかは不
明であることから起こっているものである。
こうしたことを考えていくと、初期の学習期
間において、すべての情報を翻訳して学習者
に伝えていくことは、それほど重要ではない
ことがわかる。ただし、異文化としてのチン
ロンが、チンロンらしくあるためには、チン
ロンらしくしている文化的な焦点を外すわ
けにはいかなくなる。そこで、この文化的な
焦点を翻訳することなく、学習者に伝えてい
くことで、異文化を感じさせながら学習させ、
最終的には学習者の積極的な解釈によって
意味づけをさせる方が効果的であるという
結論に達した。 
 こうした問題について、一つ具体例を挙げ
てみよう。チンロンを蹴るときの手の形は親
指、人差し指、中指の腹を合わせるようにし
ながら軽く握るような形となるが、これはミ
ャンマーでは美しい手の形と理解される。こ
の握り方が美しいとされる背景には、ミャン
マーの伝統舞踊の手の動きが関係している。
したがって、伝統舞踊に見られる美のあり方
が、ミャンマーのチンロンの中にも取り入れ
られる方が、より美しいスタイルとなるわけ
である。しかし、ミャンマーの伝統舞踊に見
られる美のあり方を私たち外国人が理解で
きるのかといえば、それほど簡単な事ではな
い。それならば、最初から「こうした手の形
でチンロンはおこなわれ、それが美しいと考
えられている」というひとことを添えて、あ
とは学習者が技術習得と一緒に手の形を覚
えるように指導していき、いつの日か学習者
自身がこうしたことに興味がわいたときに、
独自にその意味を探求させる方が異文化を
深く理解することに繋がると考えられる。 
 したがって、チンロンを学ぶ初期の段階に
あっては、文化的焦点をあえて翻訳する必要
はなく、それらを含めて一つのパッケージと
して学習させることが効果的であるという
わけである。 
 以上が、本研究によって開発された学習教
材とプログラムである。 
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